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Ｈ２４年度島根県「水と緑の森づくり」アンケート調査について 

 

【趣旨】 

水と緑の森づくり税や水と緑の森づくり事業をはじめとする島根県の森づくりに

対する思いや、期待等を把握するためにアンケート調査を実施する。 

【実施方法】 

（１） 調査項目 

① 水と緑の森づくりについて 

② その他 

（２） 調査対象 

① 母集団 島根県内の市町村に居住する満 20歳以上の男女 

② 標本数 2,000 人 

③ 抽出法 選挙人名簿からの層化二段無作為抽出法 

 （３）調査方法 

   ① 郵送によるアンケート送付及び回答 

   ② 調査期間：平成 24年 10 月 1日～10月 17 日 

 （４）実施 

   ① 事業主体：島根県林業課 

   ②  調査、検証：島根大学生物資源科学部 

【調査結果―速報版―】 

□ 有効回答数７１３  回答率 35.6％ （H23 年度 32.0%） 

□ 男性 287、女性 414 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

共同（Ｈ24 年 4 月～Ｈ25 年 3 月） 

資料１ 

  男 女 

20 代 20 66 

30 代 40 112 

40 代 48 70 

50 代 64 54 

60 代 72 57 

70 代 35 43 

80 代～ 7 8 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

総計
１ 知っている

２ 聞いた事がある

３ 全く知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

１ 知っている

２ 聞いた事がある

３ 全く知らない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

よく知っている

聞いたことがある

全く知らない

１．水と緑の森づくり事業（税）の認知度について 

  １）男女比較 

男性よりも女性の認知度が低く、若い世代の認知度が低い。 

 

 

 

 

 

 

  ２）年代比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ３）前年との比較 

前年に比べ女性の認知度（知っている＋聞いたことがある）は向上している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 H21 年度 H22 年度 H23 年度 H24 年度 前年比 

総計 42％ 41％ 46％ 50％ 4％ UP 

女 33％ - 37％ 47％ 10% UP 

男 55％ - 54％ 55％ 1％ UP 

H23 年度 
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0 50 100 150 200

1再生の森事業

5イメージキャラクター

2みーもの森づくり事業

4みーも通信

3水と緑の森づくり会議

10里山自然塾

9森とのふれあい講座

6島根県森林インストラクター

7しまね森林活動サポートセンター

8みーもスクール

男

女

0% 20% 40% 60% 80% 100%

作業路開設

エネルギー利用

野生鳥獣対策

景観維持

里山林・竹林

病害虫被害林

手入遅れ林整備

土砂崩れ防止

非常に賛成

やや賛成

どちらとも

やや反対

非常に反対

0% 20% 40% 60% 80% 100%

レクレーション

森林ボラ育成

広報活動

意識喚起

ふれあう機会

森林教育

非常に賛成

やや賛成

どちらとも

やや反対

非常に反対

２．事業別認知度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３．水森税の使途について（ハード事業） 

  荒廃森林に対する整備については多くの県民が支持。一方、エネルギー利用や作業路

開設、高性能林業機械導入経費など林業経営分野には関心が低い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．水森税の使途について（ソフト事業） 

  「子ども達に対する森林教育」が過去のアンケート結果においても最も要望が多く、

使途として反対も少ない。（非常に賛成＋やや賛成＝78％）（やや反対＋非常に反対＝１％） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

20代
30代
40代
50代
60代
70代
80代

とてもある

少しはある

あまりない

全くない

0 50 100 150 200 250 300 350

ガイドと森林散策

親子で植林

森遊（木登り）

森林軽作業

木材感触体験

現場見学

室内で木工

ネイチャーゲーム

炭焼き

登山・キャンプ

女

男

５．森林教育について 

 室内での学習よりも、屋外での森林体験に対する要望が多い。また、子どもだけでなく

子育て世代である 20～40 代に対しても森林学習体験の機会を要望する意見多数。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．森林への興味関心について 

  １）若い世代ほど「関心有り」の割合が減る 

      ○60 代～70 代 関心とてもある → 33％ 

      ○20 代～30 代 関心とてもある → 16％ 

   水森事業認知度高い ＝ 高齢者 ＝ 森林に関心高い 

   水森事業認知度低い ＝ 若年者 ＝ 森林に関心低い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２）前年との比較 

    県民の興味関心は常に高い状態を保っている。 

 

 

 

 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 

総計 80％ 78％ 79％ 

女 - 75％ 77％ 

男 - 80％ 82％ 
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0 100 200 300 400

森林野外教育

親子イベント

キャンプ等

癒やし体験

森林情報提供

就職活動

森林アクティビティ

仲間同士の環境整備

映画マンガ

ゴミ拾いボランティア

林業体験ツアー

森林での婚活

男

女

0 100 200 300 400 500 600

１ 行ったことがある

２ 行きたいと思うが、行っ…

３ 行きたくない

４ 関心がない

男

女

0 100 200 300 400 500

１ したことがある

２ したいと思うが、したこ…

３ したくない

４ 関心がない

男

女

0 50 100 150 200 250 300 350

１ 参加したことがある

２ 参加したいと思うが、参…

３ 参加したくない

４ 関心がない

男

女

７．次世代を担う若い世代に森林に関心を持ってもらうには 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．あなたの森林に対する関わりについて 

  １）レクレーションに行く（登山、キャンプ、森林浴など） 

 

 

 

 

 

 

２）自然のものを採取に行く（山菜狩り、キノコ狩り、笹採りなど） 

   

 

 

 

 

 

３）森づくり活動に行く（植樹体験、枝打ち、草刈りなど） 
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0% 50% 100%

気軽な活動

会社自治会行事として

広葉樹植林作業

学校行事として

景観整備作業

特産品を安く買える

草刈り作業

森林体験参加

交通費がでる作業

保育園のサポート

森林インストラクターサポート

本格的森林整備

絵本読み聞かせ

ポイント地域通貨などの還元

参加できない

多分参加でき

ない

どちらともい

えない

多分参加でき

る

参加できる

0% 50% 100%

気軽な活動

会社自治会行事として

広葉樹植林作業

学校行事として

絵本読み聞かせ

保育園のサポート

特産品を安く買える

森林体験参加

森林インストラクターサ…

景観整備作業

交通費がでる作業

ポイント地域通貨などの還元

草刈り作業

本格的森林整備

参加できない

多分参加でき

ない

どちらともい

えない

多分参加でき

る

参加できる

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男

女

計 賛成

どちらかというと賛成

どちらかというと反対

反対

９．どんな森づくり活動であれば参加できますか。 

  １）男性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  ２）女性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．水と緑の森づくり事業に対する賛否について 

   賛成＋どちらかというと賛成＝94％ 

 

 

 

 

 


